
スーパーシティ構想で行うこと

つ く ば 市 の 活 動

先端的な
サービスの導入

大胆な
規制改革

分野を越えた
データ連携

住⺠が参画し、住⺠⽬線で、2030年頃に到来する
未来社会を先⾏実現することを⽬指す取り組みです。
つくば市はスーパーシティ型国家戦略特区に指定されました。

スーパーシティ
構想を知っていますか？

データの利活用と規制・制度改革を推進し、暮らしを支える様々な
最先端サービスを社会実装していく取り組みをしています。
先端的行政サービスの一環として、また住民参加の基盤として、
インターネット投票の導入を目指しています。

詳しくは

https://tsukuba2022.onlinevoting.jp/



①対象地域にお住まいの方には、つくば市より投票案内のハガキをお送りします。
　（スーパーシティ対象の筑波大学周辺・つくば駅周辺・小田地区・宝陽台地区）
②本事業を装ったwebサイト・電話・メールにご注意ください。本事業実施にあたり、金品を要求
　することはなく、お問い合わせいただかない限り当方から電話をかけることはありません。
③本事業は内閣府より委託を受けた株式会社VOTEFORが、つくば市協力のもと実施するものです。

【調査実施機関】　株式会社VOTE FOR（ボートフォー）
〒107-0052　東京都港区赤坂2丁目9番11号　オリックス赤坂2丁目ビル10階
URL： https://votefor.co.jp/　MAIL： info@votefor.co.jp
【配布・協力】　つくば市　スマートシティ戦略課
〒305-8555　茨城県つくば市研究学園一丁目1番地1

【運営する人】
・投票所や立会人の確保が必要
・投開票所では感染症対策も必要
・疑問票など正確な集計が困難
・開票作業のために深夜残業も

実現に向け、課題を検証します

【投票する人】
・投票期間中はいつでも投票可能
・障害のある方も、自宅や通勤途中
　でも、どこからでも投票可能
・手書き不要で書き損じの心配なし

【運営する人】
・投票所や立会人の確保が不要
・判読の難しい手書き票がなく、
　正確・迅速な開票作業
・深夜残業や感染リスクも低減

【投票する人】
・投票所の開設時間のみ投票可能
・投票所に行って、候補者や政党名
　名を手書きする（一部除く）
・台風や災害時も投票所で投票、
　開票作業のために時間短縮も

インターネット投票とは
投票所に行かず、各人のスマートフォン等から

インターネットを利用して投票できる仕組みです。

従来の投票

2024年のつくば市長・市議会議員選挙へのインターネット投票導入に向けて、
本人確認の正確性や投票の秘密などの課題を検証するための実証実験を一部地域
で実施します。
●実施期間：2022年11月8日(火)から14日(月)
●対象地域：筑波大学周辺・つくば駅周辺・小田地区・宝陽台地区
●投票資格：上記エリアにお住まいで16歳以上のマイナンバーカードを保有する方

インターネット投票

注 意 事 項


